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●●●編集後記
▶今月の号内特集はFDGの保険収載20周年についてです。20世紀
で最高傑作のトレーサともいわれる18F‒FDGは，今や最も重要な放射性
医薬品としての地位を確立し，FDG‒PET/CTは我々の日常臨床，特に
がんのステージングや再発の診断にはなくてはならない検査になっています。
今わたしはシカゴで開催された米国核医学会からの帰りの機内でこの編
集後記を書いていますが，シカゴではFDGを使用した大型血管炎の診断
について教育講演を行ってきました。悪性腫瘍のみならず炎症の評価や，
米国ではさらに認知症の診断にも使用され，まさに万能のトレーサです。
▶今から20年前の当時の状況を振り返ってみると，多くの核医学医や臨
床医がこの検査に期待を寄せ，こぞってPET核医学認定医を取得するた
めの日本核医学会の講習会を受講したことが，つい先日のように思い出さ
れます。実際に検査を行ってみると期待を裏切らない有用性にわくわくし
た思い出があります。
▶あれから20年間，核医学は新しい治療用薬剤の導入などで着実に進
歩を遂げてきましたが，あのときのわくわくした感覚は核医学医として味わえ
ていないというのが正直なところです。しかしながら今，アルツハイマー型
認知症の疾患修飾薬の承認審査が最終段階のところにきています。もし
これが承認されれば，アミロイドPETの保険診療での使用に道が開けてく
ると期待されます。その際にはまたかつてのように多くの医師がこぞってア
ミロイドPET読影講習会を受講し，多くの施設が撮像認証の取得に動く
ことが予想されます。20年前のあのときのわくわくした感じを味わうことがで
きそうです。歴史は繰り返すといいますが，この歴史が繰り返してくれること
に期待を寄せている今日この頃です。
� 橋本　順
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